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東日本大震災復興支援プロジェクト　
第 11 回活動報告

　
　
　

４
ヶ
月
ぶ
り
と
な
っ
た
第
11
回
活
動
は
、

　
　
　

職
員
６
人
が
参
加
し
て
宮
城
県
東
松
島

市
の
新
東
名
地
区
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

昨
年
か
ら
交
流
の
あ
る
ご
家
庭
を
中
心
に
市

街
地
を
巡
回
し
て
、
花
の
苗
や
プ
ラ
ン
タ
ー
、

防
護
マ
ス
ク
な
ど
を
提
供
し
な
が
ら
被
災
者
の

方
々
の
お
話
に
耳
を
傾
け
る
傾
聴
活
動
に
取
り

組
ん
だ
他
、
老
人
介
護
施
設
の
敷
地
内
に
土
を

運
ん
で
花
壇
を
新
設
す
る
な
ど
の
活
動
も
実
施

し
ま
し
た
。

　

こ
の
他
に
も
、
震
災
の
教
訓
を
生
か
し
て
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
現
地
の
方
々
に
よ
っ
て
共
同
で

整
備
さ
れ
た
避
難
経
路
や
沿
岸
部
の
視
察
も
行

な
っ
て
い
ま
す
。

　

震
災
か
ら
１
年
以
上
が
経
過
し
た
こ
と
や
、

高
速
道
路
の
無
料
化
が
終
了
し
た
影
響
な
ど
も

あ
り
、
現
地
で
活
動
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
数

は
明
ら
か
に
減
少
し
て
お
り
、
今
後
ま
す
ま
す

こ
の
傾
向
は
続
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

一
方
で
、
現
地
の
方
々
は
口
々
に
『
震
災
と

被
災
地
の
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
』
と
い

う
意
味
の
こ
と
を
口
に
さ
れ
ま
す
。

　

一
年
が
経
ち
、
我
々
に
求
め
ら
れ
る
ニ
ー
ズ

は
明
ら
か
に
変
化
し
て
き
て
お
り
、
今
後
は
今

ま
で
以
上
に
人
々
と
の
交
流
を
重
視
し
た
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

約

地元住民との会話によって最新のニーズを聞き取ります。
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『活動の概要』
【活動日】平成 24年４月７日（土）

【活動地】宮城県東松島市

【参加者】鈴木大亮（総合戦略室）、佐藤浩市（経理システム課）、百瀬琢寛（農業支援室）、鈴木伸明（大山支所）、　

阿部奈緒（西郷支所）、齋藤菜穂子（西郷支所）計６人。（他に山形大学から学生・職員ら計５名が参加）

【主な活動内容】花苗等の提供、植え付け、花壇整備、傾聴活動、現地視察

次回活動のご案内を参加登録者の皆さんにメールで送付しています。いつか行ってみたいとい
う方は、参加者登録をお願いします。鈴木（総合戦略室）までお気軽にどうぞ。

現地の方々との交流が一番の目的です。 デイサービス施設に防護マスクをお届けしたつい
でに、花壇の新設もお手伝いしました。

ガイドを受けながら、震災を教訓に作られた避難
経路を全員で登りました。

地元の方からいただいた在日米軍服を身にまとい、
お昼ご飯までごちそうになりご満悦の参加者。


